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2018年3⽉期
第3四半期

2019年3⽉期
第3四半期 増減額 増減率

売上⾼ 341,601 367,064 25,462 7.5%

営業利益（のれん償却前）＊ 49,639 54,435 4,795 9.7%

営業利益 46,614 51,422 4,807 10.3%

営業利益率（のれん償却前）＊ 14.5% 14.8% 0.3P

営業利益率 13.6% 14.0% 0.4P

経常利益 47,702 52,180 4,478 9.4%

親会社株主に帰属する四半期純利益 45,303 39,849 △5,453 △12.0%

1. 2019年3月期第3四半期決算について

決算ハイライト ＜第３四半期累計＞

 前年同期との⽐較（＊は参考数値） （百万円）



3この資料は、投資判断の参考となる情報の提供を⽬的としており、投資勧誘を⽬的とするものではありません。
Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved.

1. 2019年3月期第3四半期決算について

2019年3月期第3四半期 決算のポイント

 コンサルティングや産業ITソリューションを中⼼とした、幅広い業種向けの
DX関連ビジネス拡⼤が継続

 ⾦融ITソリューションは、保険業向けを中⼼に顧客の⼤型化が進展

 国内事業のDXを中⼼とした事業拡⼤や豪州事業のPMI進展により、
全セグメントで増益を達成

営業利益は10.3％の増益

売上⾼は7.5％の増収

良好な事業環境が継続しており、現中期経営計画の達成に向けて順調に進捗している。
加えて、次期計画における成⻑領域の提案や案件化の動きを加速させており、さらなる成
⻑の⼿応えを感じている。
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1. 2019年3月期第3四半期決算について

セグメント別外部売上高 ＜第３四半期累計＞

2018年3⽉期
第3四半期※ 構成⽐ 2019年3⽉期

第3四半期 構成⽐ 増減額 増減率

コンサルティング 23,656 6.9% 29,606 8.1% 5,950 25.2%

⾦融ＩＴソリューション 183,407 53.7% 184,308 50.2% 901 0.5%

証券業 85,249 25.0% 73,560 20.0% △11,688 △13.7%

保険業 37,369 10.9% 45,964 12.5% 8,594 23.0%

銀⾏業 31,792 9.3% 32,132 8.8% 340 1.1%

その他⾦融業等 28,996 8.5% 32,650 8.9% 3,654 12.6%

産業ＩＴソリューション 112,864 33.0% 130,194 35.5% 17,330 15.4%

流通業 45,147 13.2% 49,218 13.4% 4,070 9.0%

製造・サービス業等 67,716 19.8% 80,975 22.1% 13,259 19.6%

ＩＴ基盤サービス 21,674 6.3% 22,954 6.3% 1,280 5.9%

合 計 341,601 100.0% 367,064 100.0% 25,462 7.5%

（百万円）

※ 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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1. 2019年3月期第3四半期決算について

セグメント別外部売上高 ＜第３四半期累計＞ （補足情報）

2018年3⽉期
第3四半期 割合※ 2019年3⽉期

第3四半期 割合※ 増減額 増減率

海外売上⾼ 30,670 9.0% 40,533 11.0% 9,862 32.2%

北⽶＊ 7,479 2.2% 7,398 2.0% △80 △1.1%

オセアニア＊ 18,195 5.3% 27,313 7.4% 9,118 50.1%

アジア・その他＊ 4,996 1.5% 5,821 1.6% 825 16.5%

（百万円）

2018年3⽉期
第3四半期 割合※ 2019年3⽉期

第3四半期 割合※ 増減額 増減率

野村ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 54,523 16.0% 43,975 12.0% △10,547 △19.3%

ｾﾌﾞﾝ&ｱｲ・ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 34,915 10.2% 36,633 10.0% 1,718 4.9%

（百万円）

 主要顧客別売上⾼

 海外売上⾼

※ 外部売上⾼（合計）に対する割合

※ 外部売上⾼（合計）に対する割合

＊ 地域別については顧客の所在地を基礎とし、国⼜は地域に分類したものを参考数値として記載しております。
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1. 2019年3月期第3四半期決算について

セグメント別損益 ＜第３四半期累計＞

（百万円）
2018年3⽉期
第3四半期※

2019年3⽉期
第3四半期 増減額 増減率

コンサルティング 売上⾼ 24,191 30,041 5,850 24.2%
営業利益 3,532 5,148 1,616 45.8%
営業利益率 14.6% 17.1% 2.5P

⾦融ＩＴソリューション 売上⾼ 185,062 186,399 1,336 0.7%
営業利益 19,253 19,998 745 3.9%
営業利益率 10.4% 10.7% 0.3P

産業ＩＴソリューション 売上⾼ 115,116 132,211 17,095 14.9%
営業利益 11,643 13,039 1,395 12.0%
営業利益率 10.1% 9.9% △0.3P

ＩＴ基盤サービス 売上⾼ 90,578 93,319 2,740 3.0%
営業利益 11,466 12,307 841 7.3%
営業利益率 12.7% 13.2% 0.5P

 各セグメントの売上⾼は内部売上⾼を含む

※ 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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1. 2019年3月期第3四半期決算について

増減要因分析 ＜第３四半期累計＞

セグメント 外部売上⾼ 営業利益

コンサルティング (＋) 国内外のコンサルティング案件増加
(＋) 豪州事業増加（約30億円）

(＋) 国内外のコンサルティング案件増収効果
(＋) 豪州事業の収益性向上

⾦融IT
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

証券業 (－) 野村HD向け減少
(－) その他証券会社向け減少

(＋) 保険業向け増収効果
(－) 証券業向け減収影響

保険業 (＋) ⽣損保業向け増加

銀⾏業

その他⾦融
業等 (＋) 複数の主要顧客向け増加

産業IT
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

流通業 (＋) セブン＆アイHD含む複数顧客向け
増加 (＋) 複数の主要顧客向け増収効果

(＋) 豪州事業の収益性向上製造・ｻｰﾋﾞｽ
業等

(＋) 複数の主要顧客向け増加
(＋) 豪州事業増加（約60億円）

IT基盤ｻｰﾋﾞｽ (＋) 情報セキュリティ事業、デジタル関連事業増加

セグメント共通 (+) 前期発⽣の新オフィス移転費⽤の戻り
（約10億円）

 セグメント別外部売上⾼および、セグメント別損益の主な増減要因は以下の通り。
（凡例）（＋）増加要因、（－）減少要因
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1. 2019年3月期第3四半期決算について

サービス別外部売上高 ＜第３四半期累計＞

2018年3⽉期
第3四半期

2019年3⽉期
第3四半期 増減額 増減率

コンサルティングサービス 55,052 66,297 11,244 20.4%

開発・製品販売 96,675 108,361 11,686 12.1%

運⽤サービス 180,391 182,166 1,774 1.0%

商品販売 9,482 10,239 757 8.0%

合 計 341,601 367,064 25,462 7.5%

（百万円）
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1. 2019年3月期第3四半期決算について

連結P/Lハイライト ＜第３四半期累計＞

2018年3⽉期
第3四半期

2019年3⽉期
第3四半期 増減額 増減率

売上⾼ 341,601 367,064 25,462 7.5%
売上原価 224,792 245,989 21,197 9.4%

外注費 99,613 109,936 10,323 10.4%

売上総利益 116,809 121,075 4,265 3.7%
売上総利益率 34.2% 33.0% △1.2P

販管費 70,195 69,652 △542 △0.8%
のれん償却額 3,025 3,012 △12 △0.4%

営業利益 46,614 51,422 4,807 10.3%
営業利益率 13.6% 14.0% 0.4P

（百万円）
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1. 2019年3月期第3四半期決算について

連結P/Lハイライト ＜第３四半期累計＞ 続き

2018年3⽉期
第3四半期

2019年3⽉期
第3四半期 増減額 増減率

営業利益 46,614 51,422 4,807 10.3%
営業外損益 1,087 758 △329 △30.3%

受取配当⾦ 1,509 1,139 △369 △24.5%

経常利益 47,702 52,180 4,478 9.4%
特別損益 20,233 8,243 △11,989 △59.3%

投資有価証券売却益 20,271 9,075 △11,195 △55.2%

法⼈税等 21,793 20,218 △1,574 △7.2%
親会社株主に帰属する
四半期純利益 45,303 39,849 △5,453 △12.0%

（百万円）
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２．最近の取組み

現中計の着実な実績を基盤に、さらなる成長を目指す

現中計の重点施策 現中計(17.3期〜19.3期3Q)の成果 次期中計における⽅向性

国内得意領域の
⽣産性向上

• 共同利⽤型サービス開発体制の統合、aslead(開発
管理統合サービス)導⼊等で⼀定の成果

• 品質監理の強化により、プロジェクト採算性が向上
• 取り組みを継続

顧客の⼤型化
(業界標準ビジネスプラット

フォーム拡⼤含む)

• ⾦融ITは、既存⼤⼿は苦戦も、準⼤⼿・新業態では
共同利⽤型サービスを中⼼に成果

• 産業ITは、DX需要を背景に、既存顧客の⽀援領域
拡⼤、新規顧客の獲得で⼤きな成果

• ⾦融ITは、準⼤⼿・新業態に加えて、⼤
⼿でも共同利⽤型サービスなどで拡⼤

• 産業ITは、DX案件を起点とした顧客の
⼤型化をさらに推進

グローバル関連事業
の基盤構築

• 豪州は、ASG・SMS買収で事業基盤を確⽴
（のれん償却後でブレークイーブン）

• ⽶国は、Cutter買収でさらなるIP強化
• NVANTAGEを設⽴し、海外での⾦融領域の成⻑の

⾜がかりを構築

• 豪州市場トップ10を⽬指して、本格的な
成⻑軌道へ

• ⽶国は、継続的なIP獲得に加えて、現
地市場での事業拡⼤を探索

• 海外での⾦融領域の成⻑戦略を具体化

ビジネスITの創出
• DX1.0案件（フロント、バック、インフラ）が利益貢献
• 顧客との共同事業であるDX2.0案件が複数実現
（テクニウム・エヌディアス・ビットリアルティなど）

• 新たな成⻑エンジンとして確⽴
（中期的な⽬標値を開⽰予定）

成⻑を⽀える
⼈材・リソース • V2022達成のための⼈材・リソース増強に着⼿（次ページ）
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２．最近の取組み

成長を支える人材・リソース戦略を前倒しで推進

現状
(2019年3⽉期)

⼈材・リソース戦略

V2022最終年度
(2023年3⽉期)

⾼度化
・⽣産性向上

育成・採⽤

⼈員計画

⼈事施策

 現状から2023年3⽉期末までに、
1,000名以上の社員数(NRI単体)増加を計画

 採⽤の強化：
・新卒採⽤の増加
・キャリア採⽤の⼤幅な増加（現状⽔準の2倍以上）

 社員の活躍促進・スキル転換：
・多様な働き⽅・雇⽤形態に適した処遇体系
・DXスキル習得機会の拡⼤

 パートナー提携・⾼度活⽤：
・リソース調整機能の強化
・DX領域での協業拡⼤
・海外オフショアのさらなる拡⼤
（中国内陸部、ベトナム、フィリピンなど）

コアビジネス
⼈材

DX⼈材 DX⼈材

コアビジネス
⼈材
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３．2019年3月期業績見通し

売上高＋受注残高（当期売上予定分）

（億円）

（億円）

2018年
3⽉期

2019年
3⽉期

増減

売上⾼（通期）※1 4,714 5,100 8.2%

売上⾼※2

+受注残⾼※3
4,454 4,650 4.4%

進捗率 94.5% 91.2% △3.3P

(※1) 2018年3⽉期は実績値、2019年3⽉期は予想値
(※2) 第3四半期末時点の売上⾼の実績値
(※3) 第3四半期末時点の受注残⾼（当期売上予定分）
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３．2019年3月期業績見通し

セグメント別外部受注残高

（百万円）

2017年12⽉末※ 2018年12⽉末 増減額 増減率

コンサルティング 8,012 7,440 △571 △7.1%

⾦融ＩＴソリューション 66,122 59,857 △6,264 △9.5%

産業ＩＴソリューション 36,955 35,704 △1,251 △3.4%

ＩＴ基盤サービス 5,133 5,775 642 12.5%

合 計 116,222 108,777 △7,445 △6.4%

うち、当期売上予定分 103,856 98,030 △5,826 △5.6%
※ 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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３．2019年3月期業績見通し

セグメント別外部受注残高 （補足情報）

（百万円）

2017年12⽉末※1 2018年12⽉末 増減額 増減率

コンサルティング 5,957 6,124 167 2.8%
⾦融ＩＴソリューション 65,700 59,436 △6,264 △9.5%
産業ＩＴソリューション 25,540 26,565 1,024 4.0%
ＩＴ基盤サービス 5,132 5,774 642 12.5%

合 計 102,331 97,901 △4,429 △4.3%

 国内分受注残⾼

 海外⼦会社分受注残⾼

2017年12⽉末 2018年12⽉末 増減額 増減率
海外⼦会社※2 13,891 10,876 △3,015 △21.7%

（百万円）

※2 本社所在地を海外とするグループ会社を分類しています。

※1 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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2018年3⽉期
通期（実績）

2019年3⽉期
通期（1/30予想） 増減額 増減率 2019年3⽉期

通期（前回予想） 前回予想差

売上⾼ 4,714 5,000 285 6.0% 5,100 △100
営業利益 651 700 48 7.5% 700 －

営業利益率 13.8% 14.0% 0.2P 13.7% 0.3P
経常利益 661 710 48 7.3% 710 －
親会社株主に帰属する
当期純利益 551 530 △21 △3.9% 530 －

1株当たり当期純利益
（EPS） ¥228.21 ¥224.66 △¥3.55 ¥223.77 ¥0.89

1株当たり年間配当⾦ ¥90.00 ¥90.00 - ¥90.00 －

第2四半期末 ¥45.00 ¥45.00 - ¥45.00 －
期末 ¥45.00 ¥45.00 - ¥45.00 －

配当性向 39.1% 39.9% 0.8P 40.0% △0.1P

３．2019年3月期業績見通し

2019年3月期 通期連結業績予想

（億円）【通期】

※1 2018年3⽉期の配当⾦には「NRI合併30周年記念配当（年間10円）」を含みます。
※2 2019年3⽉期の配当⾦は全額普通配当です。

※1 ※2

 第3四半期までの進捗を踏まえ、売上⾼の通期業績予想を修正しています

※2
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３．2019年3月期業績見通し

長期経営ビジョンV2022に向けた業績推移
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3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

4,214

700
582

4,245

585
1,000

（億円）

2016年3⽉期
（実績）

2017年3⽉期
（実績）

2018年3⽉期
（実績）

2019年3⽉期
（予想）

2023年3⽉期
（⽬標）

連結売上⾼ 4,214 億円 4,245 億円 4,714 億円 5,000 億円 ー

連結営業利益 582 億円 585 億円 651 億円 700 億円 ・・・・・・ 1,000 億円

連結営業利益率 13.8% 13.8% 13.8％ 14.0％ 14％以上

海外売上⾼ 146億円 189 億円 435 億円 550 億円 1,000億円

ROE 10.6% 10.7% 12.9% ー 14.0%

4,714

1,000

435
189146 

連結営業利益

連結売上⾼

海外売上⾼

5,000
651

550

 第3四半期までの進捗を踏まえ、今期の連結売上⾼および海外売上⾼予想を修正
 今期は中期経営計画策定時点の⽬標値達成を⾒込む

V2022
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３．2019年3月期業績見通し

2019年3月期 セグメント別外部売上高予想参考値

2018年3⽉期
通期（実績）※ 構成⽐ 2019年3⽉期

通期（1/30予想） 構成⽐ 増減額 増減率 2019年3⽉期
通期（前回予想）

前回
予想差

コンサルティング 345 7.3% 410 8.2% 64 18.6% 410 ー

⾦融ＩＴソリューション 2,521 53.5% 2,535 50.7% 13 0.5% 2,550 △15

証券業 1,183 25.1% 1,010 20.2% △173 △14.7% 1,050 △40

保険業 518 11.0% 630 12.6% 111 21.5% 620 10

銀⾏業 422 9.0% 460 9.2% 37 8.9% 460 ー

その他⾦融業等 396 8.4% 435 8.7% 38 9.7% 420 15

産業ＩＴソリューション 1,549 32.9% 1,740 34.8% 190 12.3% 1,800 △60

流通業 610 12.9% 660 13.2% 49 8.1% 660 ー

製造・サービス業等 938 19.9% 1,080 21.6% 141 15.1% 1,140 △60

ＩＴ基盤サービス 298 6.3% 315 6.3% 16 5.5% 340 △25

合 計 4,714 100.0% 5,000 100.0% 285 6.0% 5,100 △100

（億円）【通期】

 第3四半期までの進捗を踏まえ、セグメント別売上⾼を修正しています

※ 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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３．2019年3月期業績見通し

2019年3月期 業績予想参考値（サービス別外部売上高）

（億円）【通期】

 第3四半期までの進捗を踏まえ、サービス別外部売上⾼の内訳を修正しています

2018年3⽉期
通期（実績）

2019年3⽉期
通期（1/30予想） 増減額 増減率 2019年3⽉期

通期（前回予想） 前回予想差

コンサルティングサービス 789 920 130 16.5% 920 －

開発・製品販売 1,381 1,500 118 8.6% 1,600 △100

運⽤サービス 2,411 2,450 38 1.6% 2,450 －

商品販売 131 130 △1 △1.5% 130 －

合 計 4,714 5,000 285 6.0% 5,100 △100
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３．2019年3月期業績見通し

3Qまでの実績及び通期の業績見通し

1Q 2Q 3Q 4Q 通期

2016年3⽉期
売上⾼ 1,015 1,108 1,012 1,078 4,214
営業利益 135 147 149 150 582
営業利益率 13.3% 13.3% 14.8% 14.0% 13.8%

2017年3⽉期
売上⾼ 1,003 1,027 1,053 1,160 4,245
営業利益 136 126 163 158 585
営業利益率 13.6% 12.3% 15.5% 13.7% 13.8%

2018年3⽉期
売上⾼ 1,066 1,135 1,213 1,298 4,714
営業利益 131 159 175 185 651
営業利益率 12.3% 14.1% 14.4% 14.3% 13.8%

2019年3⽉期
1Q,2Q,3Qは実績
4Qは予想

売上⾼ 1,177 1,226 1,266 1,329 5,000
営業利益 153 177 183 185 700
営業利益率 13.0% 14.5% 14.5% 14.0% 14.0%

（億円）

（注）2019年3⽉期4Qの数字は、通期業績予想（2019/1/30発表）から3Qまでの実績を差し引いた数字
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4. 参考資料

セグメント別外部受注高 ＜第３四半期累計＞

2018年3⽉期
第3四半期※

2019年3⽉期
第3四半期 増減額 増減率

コンサルティング 26,610 30,282 3,671 13.8%

⾦融ＩＴソリューション 100,627 102,592 1,964 2.0%

産業ＩＴソリューション 75,042 71,778 △3,263 △4.3%

ＩＴ基盤サービス 12,795 14,434 1,638 12.8%

合 計 215,076 219,087 4,011 1.9%

（百万円）

※ 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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4. 参考資料

セグメント別外部受注高 ＜第３四半期累計＞ （補足情報）

（百万円）
2018年3⽉期

第3四半期※1
2019年3⽉期

第3四半期 増減額 増減率

コンサルティング 20,825 24,217 3,391 16.3%
⾦融ＩＴソリューション 97,857 99,560 1,702 1.7%
産業ＩＴソリューション 54,602 63,369 8,767 16.1%
ＩＴ基盤サービス 12,554 14,313 1,759 14.0%

合 計 185,839 201,460 15,621 8.4%

 国内分受注⾼

 海外⼦会社分受注⾼
2018年3⽉期

第3四半期
2019年3⽉期

第3四半期 増減額 増減率

海外⼦会社※2 29,237 17,626 △11,610 △39.7%

（百万円）

※2 本社所在地を海外とするグループ会社を分類しています。

※1 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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4. 参考資料

決算ハイライト ＜第３四半期＞

2018年3⽉期
3Q(10〜12⽉)

2019年3⽉期
3Q(10〜12⽉) 増減額 増減率

売上⾼ 121,387 126,657 5,270 4.3%

営業利益（のれん償却前）＊ 18,705 19,358 652 3.5%

営業利益 17,516 18,316 800 4.6%

営業利益率（のれん償却前）＊ 15.4% 15.3% △0.1P

営業利益率 14.4% 14.5% 0.0P

経常利益 17,665 18,592 926 5.2%

親会社株主に帰属する四半期純利益 11,926 16,906 4,980 41.8%

（百万円）
 前年同期との⽐較（＊は参考数値）
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2018年3⽉期
3Q(10〜12⽉)※ 構成⽐ 2019年3⽉期

3Q(10〜12⽉) 構成⽐ 増減額 増減率

コンサルティング 9,896 8.2% 10,417 8.2% 521 5.3%

⾦融ＩＴソリューション 62,334 51.4% 63,989 50.5% 1,655 2.7%

証券業 27,991 23.1% 25,140 19.8% △2,851 △10.2%

保険業 13,175 10.9% 16,641 13.1% 3,466 26.3%

銀⾏業 10,829 8.9% 11,167 8.8% 338 3.1%

その他⾦融業等 10,337 8.5% 11,039 8.7% 701 6.8%

産業ＩＴソリューション 41,757 34.4% 43,949 34.7% 2,191 5.2%

流通業 15,658 12.9% 16,788 13.3% 1,130 7.2%

製造・サービス業等 26,099 21.5% 27,160 21.4% 1,061 4.1%

ＩＴ基盤サービス 7,399 6.1% 8,300 6.6% 901 12.2%

合 計 121,387 100.0% 126,657 100.0% 5,270 4.3%

4. 参考資料

セグメント別外部売上高 ＜第３四半期＞

（百万円）

※ 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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4. 参考資料

セグメント別外部売上高 ＜第３四半期＞ （補足情報）

2018年3⽉期
3Q(10〜12⽉) 割合※ 2019年3⽉期

3Q(10〜12⽉) 割合※ 増減額 増減率

海外売上⾼ 14,741 12.1% 12,957 10.2% △1,784 △12.1%

北⽶＊ 2,456 2.0% 2,430 1.9% △25 △1.0%

オセアニア＊ 10,265 8.5% 8,712 6.9% △1,553 △15.1%

アジア・その他＊ 2,019 1.7% 1,814 1.4% △205 △10.2%

（百万円）

2018年3⽉期
3Q(10〜12⽉) 割合※ 2019年3⽉期

3Q(10〜12⽉) 割合※ 増減額 増減率

野村ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 17,618 14.5% 15,351 12.1% △2,267 △12.9%

ｾﾌﾞﾝ&ｱｲ・ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ 12,101 10.0% 12,360 9.8% 258 2.1%

（百万円）

 主要顧客別売上⾼

 海外売上⾼

※ 外部売上⾼（合計）に対する割合

※ 外部売上⾼（合計）に対する割合

＊ 地域別については顧客の所在地を基礎とし、国⼜は地域に分類したものを参考数値として記載しております。
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4. 参考資料

セグメント別損益 ＜第３四半期＞

2018年3⽉期
3Q(10〜12⽉)※

2019年3⽉期
3Q(10〜12⽉) 増減額 増減率

コンサルティング 売上⾼ 10,091 10,584 492 4.9%
営業利益 1,452 1,732 280 19.3%
営業利益率 14.4% 16.4% 2.0P

⾦融ＩＴソリューション 売上⾼ 62,907 64,767 1,859 3.0%
営業利益 7,348 7,528 179 2.4%
営業利益率 11.7% 11.6% △0.1P

産業ＩＴソリューション 売上⾼ 42,230 44,704 2,473 5.9%
営業利益 4,782 4,249 △532 △11.1%
営業利益率 11.3% 9.5% △1.8P

ＩＴ基盤サービス 売上⾼ 30,632 32,396 1,764 5.8%
営業利益 3,749 4,594 845 22.5%
営業利益率 12.2% 14.2% 1.9P

 各セグメントは内部売上⾼を含む （百万円）

※ 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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4. 参考資料

増減要因分析 ＜第３四半期＞

セグメント 外部売上⾼ 営業利益

コンサルティング (＋) 国内コンサルティング案件増加 (＋) 国内外のコンサルティング案件増収効果

⾦融IT
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

証券業 (－) 野村HD向け減少

保険業 (＋) ⽣損保業向けを中⼼とした増加

銀⾏業

その他⾦融
業等 (＋) 複数の主要顧客向け増加

産業IT
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

流通業 (＋) セブン＆アイHD含む複数顧客向け
増加 (＋) 複数の主要顧客向け増収効果

(－) 国内⼦会社におけるコスト増加製造・ｻｰﾋﾞｽ
業等 (＋) 複数の主要顧客向け増加

IT基盤ｻｰﾋﾞｽ (＋) 情報セキュリティ事業、クラウド事業、デジタル関連事業増加

セグメント共通

 セグメント別外部売上⾼および、セグメント別損益の主な増減要因は以下の通り。
（凡例）（＋）増加要因、（－）減少要因
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4. 参考資料

サービス別外部売上高 ＜第３四半期＞

2018年3⽉期
3Q(10〜12⽉)

2019年3⽉期
3Q(10〜12⽉) 増減額 増減率

コンサルティングサービス 23,071 22,577 △493 △2.1%

開発・製品販売 32,859 39,421 6,561 20.0%

運⽤サービス 63,236 61,714 △1,521 △2.4%

商品販売 2,219 2,943 724 32.6%

合 計 121,387 126,657 5,270 4.3%

（百万円）
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2018年3⽉期
3Q(10〜12⽉)

2019年3⽉期
3Q(10〜12⽉) 増減額 増減率

売上⾼ 121,387 126,657 5,270 4.3%
売上原価 79,851 84,965 5,113 6.4%

外注費 35,776 38,430 2,654 7.4％

売上総利益 41,535 41,691 156 0.4%
売上総利益率 34.2% 32.9% △1.3P

販管費 24,018 23,375 △643 △2.7%
のれん償却額 1,189 1,041 △147 △12.4%

営業利益 17,516 18,316 800 4.6%
営業利益率 14.4% 14.5% 0.0P

4. 参考資料

連結P/Lハイライト ＜第３四半期＞

（百万円）
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4. 参考資料

連結P/Lハイライト ＜第３四半期＞ 続き

2018年3⽉期
3Q(10〜12⽉)

2019年3⽉期
3Q(10〜12⽉) 増減額 増減率

営業利益 17,516 18,316 800 4.6%

営業外損益 149 275 126 85.0%

経常利益 17,665 18,592 926 5.2%

特別損益 1 7,023 7,021
投資有価証券売却益 1 7,931 7,929

法⼈税等 5,457 8,593 3,135 57.5%
親会社株主に帰属する
四半期純利益 11,926 16,906 4,980 41.8%

（百万円）
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4. 参考資料

セグメント別外部受注高 ＜第３四半期＞

2018年3⽉期
3Q(10〜12⽉)※

2019年3⽉期
3Q(10〜12⽉) 増減額 増減率

コンサルティング 7,375 7,722 347 4.7%

⾦融ＩＴソリューション 31,698 30,818 △879 △2.8%

産業ＩＴソリューション 18,003 21,177 3,174 17.6%

ＩＴ基盤サービス 4,384 5,458 1,073 24.5%

合 計 61,460 65,176 3,715 6.0%

（百万円）

※ 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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4. 参考資料

セグメント別外部受注高 ＜第３四半期＞ （補足情報）

（百万円）
2018年3⽉期

3Q(10〜12⽉)※1
2019年3⽉期
3Q(10〜12⽉) 増減額 増減率

コンサルティング 5,930 6,325 395 6.7%
⾦融ＩＴソリューション 30,824 30,070 △754 △2.4%
産業ＩＴソリューション 13,500 18,843 5,343 39.6%
ＩＴ基盤サービス 4,235 5,405 1,169 27.6%

合 計 54,490 60,645 6,154 11.3%

 国内分受注⾼

 海外⼦会社分受注⾼
2018年3⽉期
3Q(10〜12⽉)

2019年3⽉期
3Q(10〜12⽉) 増減額 増減率

海外⼦会社※2 6,970 4,531 △2,438 △35.0%

（百万円）

※2 本社所在地を海外とするグループ会社を分類しています。

※1 2018年4⽉1⽇付および10⽉1⽇付でセグメントの区分を⼀部変更しており、前年同期⽐較については、当該変更後の区分による前年同期の数値を⽤いています。
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4. 参考資料

2019年3月期 業績予想参考値（設備投資、減価償却費）

2018年3⽉期
通期（実績）

2019年3⽉期
通期（予想） 増減額 増減率

設備投資 382 250 △133 △34.6%
有形固定資産 162 60 △103 △62.9%
無形固定資産 220 190 △31 △13.7%

研究開発 51 55 3 6.4%

（億円）【投資等】

2018年3⽉期
通期（実績）

2019年3⽉期
通期（予想） 増減額 増減率

合 計 319 330 10 3.3%

【減価償却費】 （億円）

 業績予想の修正はありません
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（億円）

4. 参考資料

2019年3月期 業績予想参考値 ＜収支モデル＞

 売上⾼5,000億円・営業利益700億円の収⽀モデル

※ 収⽀モデル作成のための想定値

2017年3⽉期
通期（実績）

2018年3⽉期
通期（実績）

2019年3⽉期
通期（1/30予想）※

前期⽐ 2019年3⽉期
通期（前回予想）※ 前回予想差

増減額 増減率

売上⾼ 4,245 4,714 5,000 285 6.0% 5,100 △100
売上原価 2,807 3,118 3,360 241 7.7% 3,430 △70

うち労務費 892 1,040 1,125 84 8.1% 1,160 △35
うち外注費 1,263 1,355 1,485 129 9.6% 1,540 △55
うち減価償却費 269 300 310 9 3.2% 300 10

売上総利益 1,437 1,596 1,640 43 2.7% 1,670 △30
売上総利益率 33.9% 33.9% 32.8% △1.1P 32.7% 0.1P

販管費 852 944 940 △4 △0.5% 970 △30
営業利益 585 651 700 48 7.5% 700 －

営業利益率 13.8% 13.8% 14.0% 0.2P 13.7% 0.3P
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4. 参考資料

社員数＋国内・中国パートナー要員数

※ ⼈数は2018年12⽉末時点

国内パートナー

約7,000⼈

パートナー要員数の推移

パ
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社
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19地域18社
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• 本資料は、株式会社野村総合研究所が業績および今後の経営戦略に関する情報の提供を⽬的として作成したものです。
• 本資料は、当社が発⾏する有価証券の投資勧誘を⽬的として作成されたものではありません。
• 本資料に掲載されております事項は、資料作成時点における当社の⾒解であり、その情報の正確性および完全性を保証または約束するものではなく、また今
後、予告無しに変更されることがあります。

• 本資料の⼀切の権利は別段の記載がない限り株式会社野村総合研究所に帰属しており、電⼦的または機械的な⽅法を問わず、いかなる⽬的であれ、当
社の書⾯による承諾を得ずに複製または転送等を⾏わないようお願いいたします。

• 業績予想に関する参考値は当社の現状及び⾒通しをご理解いただくために⽬安となる値を表⽰したものです。なお、新たな情報や事象が⽣じた場合において、
当社が業績⾒通し等を常に⾒直すとは限りません。


